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2014 年 7 月 2 日 

 

ロボット介護機器の効果 

 

大川弥生（産業技術総合研究所） 

 

ＩＣＦ－ロボット介護機器の「人」への影響をみる枠組み－ 

 

生活機能モデル（ＩＣＦ・ＷＨＯ、2001） 

 

 
 

参 加 ：仕事、家庭内役割、地域社会参加 等
活 動 ：歩行、家事、仕事などの生活行為 
心身機能・構造：心と体のはたらき、体の部分 等

健康状態：病気、ケガ、妊娠、高齢、ストレス 等 
環境因子：建物、福祉用具、介護者、社会制度 等 
個人因子：年齢、性、ライフスタイル、価値観 等 

  

矢印はこれらが互いに影響しあうことを示します 

 

 

生活機能の３つのレベル（大川、2004） 

 

 

 ・実生活の場での
 生活行為の 
 訓練時の「能力」

・実生活の場での
生活行為の 

 「実行状況」 
 

・家事など家庭内での
役割遂行 

・社会での役割遂行 
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ロボット介護機器の効果安全検証－ 基本的考え方 －

目的（効果※とは？）

＜ロボット介護機器＞

使用されているか？

＜被介護者＞
役に立っているか？

＜介護者＞
役に立っているか？

※マイナスを生じていないか？
含：事故、ヒアリハット、有害事象

・使用開始前後比較
・類似機器との比較

前
後

短期：2～4週間

中期：2カ月

実生活の状況（「している活動」）の把握

客観的に記録（被介護者・介護者の状況）
内容：１）状況：自立度等

２）実施（使用）時間

効果測定のポイント

[介護者名]

産総花子

部屋

ログアウト

準備開始

被介護者

103

排泄ケア項目

自立度

姿勢

場所

移動時
自立度

自立

坐位

トイレ

歩行

している する

すぐにケア開始

設定

コメント

機械の動作状況の記録
１）ロボット介護機器自体での記録：組み込みコンピュータのソフト変更等
２）外付け記録機器：電源ON/OFF、位置、移動距離、速度、等

 

 

 

 

 

 

効果・安全検証の進め方

リスクアセスメントシート等

模擬的動作（要素機能）での検証

＜必要に応じ＞

実物による
有用性・安全性検証

対象者：①専門職・研究者
②健常者
③当事者

（実生活の場）

「できる活動」での検証

「している活動」での検証

（実生活の時間帯）

３日間×３人

２週間×（１０人）

ヒアリングによる確認

書面による検証
“開発コンセプトシート”

＜必要に応じ＞プロトタイプ使用

＜メリット・デメリット（短期・長期）、適応と禁忌、使用方法・留意点の明確化＞

 

 




